
※　今年度から新規に実施
調査日：平成28年12月5日(月)～9日(金)
回収率 ：100%

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 87.8% 12.2% 3.1
昨年度 90.0% 10.0% 3.2

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 85.4% 14.6% 3.1
昨年度 92.5% 7.5% 3.2

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 92.7% 7.3% 3.1
昨年度 94.7% 5.3% 3.4

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 85.4% 14.6% 3.0
昨年度 94.7% 5.3% 3.2

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 70.7% 29.3% 2.8
昨年度 84.2% 15.8% 3.0

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 95.1% 4.9% 3.2
昨年度 92.3% 7.7% 3.3

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 80.5% 19.5% 3.0
昨年度 94.6% 5.4% 3.2

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 100.0% 0.0% 3.3
昨年度 97.4% 2.6% 3.4

　授業に関しては，全ての教員が指導方
法の工夫に取り組んでいる。

５　わたしは，進路について，生徒が積極的に考えたり調べたりできるように働きかけ，保護者
　との連携も図っている。

６　わたしは，学校生活において，生徒の行動や態度が開陽マナーや公共の場にふさわしいも
　のであるように適切に指導している。

７　わたしは，生徒の健康観察に努め，生徒の日々の健康維持や管理，健康増進を心がけなが
　らクラス経営や授業を行っている。

８　わたしは，授業をわかりやすくするために，プリントや板書の仕方などの指導方法を工夫して
　いる。

　3割の職員は，進路に関する生徒や保
護者への働きかけがまだ不十分と考えて
いる。

ほとんどが「課題に取り組むように指導し
ている」が，習慣づけまで至っていない
生徒がいる。

平成２８年度　職員による評価

回　答：４・非常に良かった　　３・良かった　　２・悪かった　　１・非常に悪かった

１　わたしは，生徒が単位制の特色やシステムを十分に理解し，そのよさを生かした学校生活が
　送れるよう，適切な指導助言を行っている。

２　わたしは，学校の様子や生徒の情報を保護者に良く知らせ，学校からの案内や連絡事項等
　が確実に保護者に届くよう，適宜確認している。

３　わたしは，生徒が授業に欠席しないよう配慮し，出席状況についてこまめにＨＲ担任や教科
　担任と連絡を取り合うようにしている。

４　わたしは，生徒が課題(宿題)やテスト勉強などの家庭学習に取り組むよう，授業やＨＲなどで
　指導している。

全日制 



４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 95.1% 4.9% 3.2
昨年度 92.1% 7.9% 3.3

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 95.1% 4.9% 3.3
昨年度 97.4% 2.6% 3.4

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 85.7% 14.3% 3.0
昨年度 85.0% 15.0% 3.0

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 68.3% 31.7% 2.8
昨年度 80.5% 19.5% 2.9

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 21.4% 78.6% 2.1
昨年度 45.2% 54.8% 2.4

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 53.7% 46.3% 2.4
昨年度 52.4% 47.6% 2.5

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 59.5% 40.5% 2.5
昨年度 59.5% 40.5% 2.6

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 90.5% 9.5% 3.2
昨年度 85.7% 14.3% 3.2

　多様な入試システムや柔軟な科目選択
で，学年制高校で適応できなかった生徒
への対応ができていると感じている。

　問13と関連し，決まりやマナーが守れ
ないため，地域や保護者からの信頼が得
られていないと思っている。

　清掃に関しては以前から検討課題に上
がっているが，具体策が得られておら
ず，評価も低い。

11　進路情報の提供やガイダンス，模擬試験などの進路指導が充実している。

12　学校生活での決まり(開陽マナーなど)について，学校の方針や生徒指導は納得できる。

13　開陽高校の生徒は，決まりを守り，モラルやマナーを身につけている。

14　学校は清掃が行き届き，学習するための環境が良く整備されている。

15　開陽高校は，地域や保護者に信頼されている。

16　開陽高校は，公立唯一の単位制高校としての役割を果たしている。

問12と関連して，生徒のモラルやマナー
の指導を一層図る必要がある。また，生
徒・保護者との意識のずれが大きい。

９　わたしは，小テストを実施したり課題(宿題)を出したりして，学力の向上を図っている。

10　わたしは，生徒の悩みや相談に親身になって応じ，理解しようとしている。

昨年より評価が下がった。効果的な指導
法について検討が必要である。


